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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、大規模民間ビッグデータを用いて家計ごとに異質的なマクロ経済動
学を明らかにしました。第一に、家計のインフレ期待は日ごろ良く買う財の価格変化に応じて修正されることを
明らかにしました。第二に、家計はインフレ期待が高まると、足もとの消費を増やすことが明らかになりまし
た。第三に、退職者の消費行動を分析することで、日本の家計は退職後には消費水準が２％以上低下すること、
またその消費水準の低下は少なくとも2年間持続することを発見しました。

研究成果の概要（英文）：This research project uses large-scale private-sector big data to reveal 
heterogeneous macroeconomic dynamics across households. First, we find that households' inflation 
expectations respond to changes in the prices of goods they purchase regularly. Second, we find that
 households increase their current consumption when inflation expectations rise. Third, we find that
 households reduce their consumption levels by more than 2% at retirement and that this decline 
persists for at least two years. The results suggest that the use of private-sector big data may 
provide an opportunity to open new avenues for economics research.

研究分野： マクロ経済学

キーワード： マクロ経済学

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題では、大規模民間ビッグデータを用いて家計ごとに異質的なマクロ経済動学を明らかにしました。家
計ごとに異質的な経済ショックと同様にマクロ経済ショックも家計に与える影響が異質的であるという本研究の
結果は、家計ごとに異なる政策手当に対して科学的な根拠を与えるものです。また本研究の結果は民間ビッグデ
ータの活用が経済学研究の新たな地平を拓くきっかけとなり得ることを示唆しています。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
家計消費の実態に対する研究は近年、関心が高まっています。その背景として（１）家計が一

様ではなく「格差」が意識され始めた点、（２）政策効果が表れにくくなり格差を前提とした政
策議論が求められてきた点、（３）大規模データの利用と分析が可能になってきた点が挙げられ
ます。 
格差に関する（１）については、課題として認識されはじめる一方で、家計の格差の程度につ

いては、データの制約によってその実態が明らかになっているとは言い難く現状の把握が急務
となっています。 
また経済格差を前提とした政策の在り方（２）についても、政策当局、特に日米欧の中央銀行

を中心に高い関心が寄せられています。そこでは金融政策が発動されても、それが富裕層と貧困
層とに与える影響が一様でない可能性が指摘されています。したがって一般的に経済に予期せ
ぬ変化が生じた場合に、貧困層と富裕層のそれぞれが消費行動をどのように変化させるのかに
ついて、詳細な分析を行うことが時代の要請となっています。 
さらに（３）大容量高頻度のデータ（ビッグデータ）が分析可能になってきた点についても近

年、情報通信技術の発達により、いわゆる「ビッグデータ」の利用と処理が可能となったため、
大規模データの分析を進めようという機運が官民問わず高まっています。事実、本研究で使用す
るデータは各家庭に配布された情報通信機器により消費行動の捕捉を進めており、通信技術の
進展が経済学の知見の深堀に活用されつつあります。 
このように、家計間の格差に高い関心が寄せられ、また従前までのマクロ経済政策が想定通り

の効果を見せにくくなる中、大規模消費パネルデータを用いた家計消費の分析は喫緊の課題と
なっています。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、大規模パネルデータを用いてマクロ経済動学を分析する点にあります。特に

本研究では、家計の消費に焦点を当て、集計データでは必ずしも明らかになるとは言えない消費
の実態について、個票データの分析によって明らかにします。消費の実相については近年、強い
関心が寄せられています。背景として、以下の３点が挙げられます。まず、（１）いわゆる「中
間層」の消滅が格差の拡大として認識され始めたこと、（２）経済政策を講じた場合でも理論通
りの効果が発現しなくなった結果、経済成長率が低迷していること、（３）大容量高頻度のデー
タ（ビッグデータ）が分析可能になってきたことが挙げられます。これまでの経済理論は、夫婦
に子供２人という４人家族を家計の典型的な姿とみなし、分析を進めてきました。しかし時代が
変化するにつれ、分析方法にも修正が迫られています。本研究では、民間調査会社が保有する大
規模消費パネルデータを用いることで、従来のデータでは迫り切れなかった家計消費の実態を
明らかにすることを目的にしています。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、民間調査会社（株式会社インテージ）が 25 年以上にわたって蓄積している家計

簿データ（個票データ）を分析することで、日本の家計の実態を明らかにします。本データは常
時１万人以上の（過去 7 年間は常時５万人以上の）調査協力者に対し、現実に支出した財（と
その購買行動に関する詳細）に関するデータが蓄積されています。本研究ではこのデータを活用
し、これまで観察が難しいとされていた家計消費の実態に接近することを目指します。具体的に
は、消費増税後に事前の想定を超え消費が大きく低迷した背景の解明、ライフサイクルにおいて
退職までの備えが十分とは言えない「貯蓄パズル」の解明、家計が形成する期待が実際の消費行
動に与える影響（フィッシャー効果をめぐる研究等を想定しています。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究の目的は、大規模パネルデータを用いてマクロ経済動学を分析する点にあります。特に

本研究では、家計の消費に焦点を当て、集計データでは必ずしも明らかになるとは言えない消費
の実態について、個票データの分析によって明らかにすることを目的にしていました。 
本研究課題では、大規模民間ビッグデータを用いてマクロ経済動学を明らかにするために、ま

ず家計が持つインフレ期待形成の特徴を分析したうえで、インフレ期待と消費の関係性を豊富
な情報を含む個票データを活用して分析を行い、以下 3点を明らかにしました。 



第一に、家計のインフレ期待は日ごろ良く買う財の価格変化に応じて修正されることを明ら
かにしました。この発見は合理的期待形成にしたがうモデルでは家計の行動をとらえきれない
可能性を示唆しています。 
第二に、家計はインフレ期待が高まると、足もとの消費を増やすことが明らかになりました。

家計は、将来物価が上昇すると予想すると、現在と将来の消費配分を変更することが分かりまし
た。またインフレ期待と消費の関係性は家計ごとに異質であることが明らかになりました。具体
的には、流動性制約に陥っている家計は、インフレ期待が高まったとしても、足もとの消費を増
やさず、むしろ減らしているということが明らかになりました。 
第三に、退職者の消費行動を分析することで、日本の家計は退職後には消費水準が２％以上低

下すること、またその消費水準の低下は少なくとも 2年間持続することを発見しました。本研究
では、民間調査会社が保有する大規模消費パネルデータを用いることで、従来のデータでは迫り
切れなかった家計消費の実態を明らかにすることができました。この結果は、民間ビッグデータ
の活用が経済学研究の新たな地平を拓くきっかけとなり得ることを示唆しています。 
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